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西村証券 企業調査速報                2024/03/07 

［金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第26号：加入協会…日本証券業協会］ 

日本電気硝子（コード 5214） 

◆通期業績推移(連結) （24.12予は会社側発表値） 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

21.12 292,033 32,779 291.0 110.0 69,881 ▲31,754 ▲29,178 134,723 

22.12 324,634 26,184 302.8 120.0 31,563 ▲57,155 ▲5,874 106,862 

23.12 279,974 ▲10,420 ▲282.9 予120.0 ▲1,360 ▲20,777 ▲11,572 75,083 

24.12予 310,000 16,000 302.9 130.0 － － － － 

◆各決算期の第 2 四半期業績推移(連結) （24.12予は会社側発表値） 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

21.12 142,344 15,332 140.0 50.0 37,747 ▲11,192 ▲15,919 134,225 

22.12 172,771 19,157 262.5 60.0 14,166 ▲25,267 1,213 131,293 

23.12 139,178 ▲5,742 ▲168.9 60.0 ▲9,236 ▲20,728 5,797 84,736 

24.12予 150,000 4,000 201.9 65.0 － － － － 

（CF＝ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ。現金及び現金同等物は各期末値。▲はマイナス。単位は百万円、円） 

 

23 年 12 月期の業績概況…23 年 12 月期の業績は、半導体向けガラスや建築用ガラスは売上増

となったものの、薄型パネルディスプレイ（FPD）用ガラスや自動車部品向け高機能樹脂用など

の複合材（ガラスファイバ）、医薬用管ガラス、耐熱ガラスが落ち込み、売上高は前年に比べて

約 14％減った。また、低調な製品需要の影響で、製品価格の改定などによるコスト回収が想定

を下回ったほか、一部の原材料において急激な価格下落に伴う評価損を計上したことなどが加わ

り、営業損益は赤字となった。 

当期の業績は、売上高 2,799 億 7,400 万円（22 年 12 月期比 13.8％減）、営業損失 104 億 2,000

万円（22 年 12 月期は 261 億 8,400 万円の黒字）、経常損失 94 億 8,000 万円（同 340 億 5,800

万円の黒字）、親会社株主に帰属する当期純損失 261 億 8,800 万円（同 281 億 6,700 万円の黒

字）となった。 

製品区分別売上高（億円未満は切捨て）では、電子・情報が 1,332 億円（22 年 12 月期比 11％

減）、機能材料が 1,467 億円（同 17％減）にそれぞれ減少した。「電子・情報」においては、デ

ィスプレイ事業で最終製品の需要が軟調な中、得意先の生産調整の影響を受け、売上が減少。電

子デバイス事業については半導体向け製品（半導体用サポートガラス）の需要が好調に推移した

ものの、光エレクトロニクス向け需要の低迷により、売上が減少した。「機能材料」においては、

複合材事業は、自動車部品向け高機能樹脂用途を中心に需要が低調で、市場競争に激化も加わり、
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売上が減少。建築用ガラスは、防火設備向けを中心に安定した需要の継続によって売上が増加し

たものの、医療用及び耐熱用ガラスについては需要が軟調で、売上が減少した。 

損益面では、原燃料価格の高騰などによるコスト上昇の中で低調な需要が続き、製品価格の改

定などによるコスト回収が想定を下回った。第

3 四半期（23 年 7～9 月）の営業損益は FPD

用ガラスの事業構造改革によって第 2 四半期

（同年 4～6 月）に比べ改善を示した（グラフ

参照）ものの、上半期の大きな落ち込みはカバ

ーしきれず、第 4 四半期（同年 10～12 月）も

営業損益は赤字となった。また、特別利益では

受取保険金（約 30 億円）や特別修繕引当金戻

入額（約 31 億円）、投資有価証券売却益（約 29

億円）、固定資産売却益（約 24 億円）を計上し

た一方、ディスプレイ事業及び複合材事業の構

造改善費用（約 169 億円）や減損損失（約 126

億円）を特別損失に計上したことなどにより、

当期純損失は営業損失及び経常損失を大きく

上回った。 

キャッシュ・フロー（CF）の状況について

は、当期末における現金及び現金同等物の残高

は 750 億 8,300万円（22年 12月期末比 29.7％

減）となった。営業活動 CF は、税金等調整前

当期純損失 286 億 1,200 万円（22 年 12 月期

は 395 億 1,700 万円の黒字）、減価償却費 371

億 8,500 万円（22 年 12 月期比 28.4％増）、減

損損失 234 億 9,500 万円（同 2,730.7％増）の

ほか、原材料などの仕入れにかかる支払いの増

加、販売の減少になどによる棚卸資産の増加な

どにより、13 億 6,000 万円の支出（22 年 12 月期は 315 億 6,300 万円の収入）となった。投資

活動 CF は、固定資産の取得による支出 290 億 9,500 万円（22 年 12 月期比 51.5％減）などに

より、207 億 7,700 万円の支出（同 63.6％減）に。財務活動 CF は、長短借入金の借入れ及び返

済による差引収入額 138 億 3,000 万円（同 19.6％減）、自己株式の取得による支出 118 億 9,900

万円（22 年 12 月期は 100 万円）、配当金の支払額 111 億 6,200 万円（22 年 12 月期比 0.04％

増）などにより、115 億 7,200 万円の支出（同 97.0％増）となった。 

24 年 12月期の業績見通し…24 年 12 月期の業績については、売上高 3,100 億円（前期比 10.7％

増）、営業利益 160 億円、経常利益 160 億円、親会社株主に帰属する当期純利益 270 億円と、増

収・黒字回復の見通しで、1 株当たりの年間配当金は 130 円の予定となっている。 

本レポートは、会社側が発表した決算短信や決算説明資料などに基づき作成しており、証券投資の

参考となる情報の提供を目的としたもので、証券の売買を勧誘する目的で作成したものではありま

せん。株式の売買取引には、約定代金に対して手数料が必要となります。また、株式は、株価の変

動により損失が生じる恐れがあります。投資に関する最終決定は、投資家ご自身の判断でなさいま

すようお願い致します。本レポートは各種データに基づいて作成していますが、その正確性・完全

性を全面的に保証するものではありませんので、予めご了承下さい。なお、本レポートの著作権は

西村証券に帰属しており、電子的・機械的などの方法を問わず、無断で本レポートを引用または複

製、転送することを禁じます。 
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